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受
讀
生
は
「
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
大
学
生
」

の
受
膿
生
証
を
持
ち
、
図
書
鍮
や
食
堂
な
ど

の
大
学
内
篇
設
を
自
由
に
利
用
可
能
。
受
講

生
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
専
用
の
ラ
ウ
ン
ジ

で
は
、
授
業
の
合
間
に
俺
の
受
膿
生
と
の
交

減
を
深
め
ら
れ
ま
す
。

懇
襲
会
や
ア
ル
パ
ム
作
成
と
い
っ
た
学
内

行
事
に
関
わ
る
委
員
会
活
動
や
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

な
ど
、
受
講
生
同
士
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
す
る
機
会
が
多
く
、
ま
る
で
学
生
時
代
に

戻
っ
た
か
の
よ
う
な
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
に
、

「
楽
し
く
て
卒
業
し
た
く
な
い
」
と
い
う
受
講

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
謳
歌
し
つ
つ
、

新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
も

真鋼に檀●を畳ける曼・生．裏役の大零生の湯
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生
涯
学
習
と
言
え
ば
、
既
存
の
讀
座
の
中

か
ら
好
き
な
科
目
を
選
ん
で
受
鱒
す
る
、
カ

ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
の
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
が

主
減
で
す
。
と
こ
ろ
が
「
立
教
セ
カ
ン
ド
ス

テ
ー
ジ
大
学
」
で
は
、

50
歳
以
上
の
人
が
定
年

後
の
第
二
の
人
生
を
自
ら
デ
ザ
イ
ン
す
る
た

め
の
狡
自
の
鱒
義
を
用
意
。
学
ん
だ
内
容
を

総
括
す
る
た
め
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
も
用
意
さ
れ
、

大
学
の
卒
論
に
当
た
る
修
了
輯
告
書
の
作
成

ま
で
行
‘
？
こ
こ
ろ
が
異
な
り
ま
す
。

履
修
は

1
年
閏
。
正
式
に
認
可
さ
れ
た
大

学
で
は
な
い
も
の
の
、
修
了
時
に
は
文
部
科

学
省
認
定
の
履
修
証
明
書
が
受
け
取
れ
、
希

望
す
れ
ば
専
攻
科
に
追
学
す
る
創
度
も
あ
る

な
ど
、
シ
ス
テ
ム
は
既
存
の
大
学
に
似
た
ス

タ
イ
ル
。
膿
義
に
は
立
教
大
学
の
学
部
や
大

学
院
の
教
授
陣
に
、
評
論
家
の
立
花
隆
氏
を

は
じ
め
と
す
る
薯
名
人
も
加
わ
る
な
ど
、
専

生
も
多
い
と
言
い
ま
す
。

そ
ん
な
要
望
に
応
え
て
、
大
学
サ
イ
ド
で

は
修
了
後
も
大
学
を
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
、

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
生
涯
学
習
に
関
わ
っ
て
い

け
る
シ
ス
テ
ム
を
検
討
中
だ
と
か
。

立
教
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
大
学
の

g
年
度

の
募
集
は

1
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
選
考
は

書
類
審
査
と
面
接
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。

勇
気
を
出
し
て
飛
び
込
ん
で
み
る
こ
と
で
、

こ
れ
か
ら
の
人
生
と
向
き
合
い
、
社
会
の
ひ

と
り
と
し
て
い
か
に
生
き
る
か
の
答
え
を
見

つ
け
る
き
っ
か
け
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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入
学
資
格
は

50
歳
以
上
。
第
二
の
人
生
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
た
め
の
学
び
の
場
。

立
教
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
大
学

「
学
び
直
し
」
と
「
頁
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の
サ
ポ
ー
ト
を
目
的
と
し
、
暉
年

4
月
に
開
設
さ
れ
た
「
立
教
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
大
学
」
。

そ
の
専
門
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
多
面
的
に
提
供
さ
れ
る
学
び
の
珊
墳
は
、

Iiた
な
生
渥
学
詈
ス
タ
イ
ル
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

第
二
の
人
生
を
い
か
に
生
き
る
か
？

そ
の
答
え
探
し
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
理
想
の
環
境

門
的
か
つ
魅
力
的
な
内
容
で
す
。

「
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
で
き
た
ピ
ジ
ネ
ス

マ
ン

に
と
っ
て
、
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
や
公
開
講

座
で
は
物
足
り
な
い
。
ま
た
仕
川
中
心
に
生

き
て
き
た
人
ほ
ど
、
定
年
後
の
ラ
イ
フ

ス
タ

イ
ル
を
思
い
措
け
て
い
な
い
人
が
多
い
も
の

で
す
。
そ
こ
に
着
目
し
て
、
本
格
的
に
学
ぴ

た
い
と
い
う
欲
求
に
応
え
な
が
ら
、

第
二
の

人
生
と
向
き
合
え
る
学
び
の
場
を
考
え
ま
し

た
」
と
立
敦
大
学
副
麓
長
の
笠
原
梢
志
教
授
。

大
学
が
提
供
す
る
質
の
高
い
授
粟
内
容
と
、

新
し
い
学
習
ス
タ
イ
ル
が
話
題
を
集
め
、
初

年
度
は
約
1
0
0
0
人
か
ら
行
科
聞
求
が
あ

り、

70
人
の
定
員
に
対
し
て

1
7
0
人
の
応

募
が
あ
る
な
ど
、
予
想
以
上
の
反
響
が
あ
っ

た
そ
う
で
す
。
入
学
者
96
人
の
平
均
年
齢
は

60
歳
。
元
の
識
業
も
実
に
さ
ま
ざ
ま
で
、
う

ち
4
分
の

1
を
現
役
の
会
社
員
が
占
め
ま
す
。
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